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期待される効果・実現する未来社会

トライアル概要

尿検査による肺がんの早期発見

提案の背景
日本では現在、約3人に1人ががんで亡くなっており、将来的には2人に1人ががんで死亡すると

予測されています。このように日本の国民病とも言えるがんですが、早期の段階で発見・治療
を行うことで、生存率が大きく向上することが知られています。

Icariaは無痛・簡便な尿検査による早期がん診断を実現し、早い段階でのがんの発見・治療に
つなげることで、つくば市民の皆さまの健やかな生活に貢献したいと考えています。


